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①
文
化
芸
術
拠
点

本
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
文

化
芸
術
を
支
援
す
る
施
設

②
文
化
芸
術
ふ
れ
あ
い
の
場

気
軽
に
市
民
が
参
加
で
き
る

施
設

③
文
化
芸
術
育
て
の
場

音
楽
発
表
会
や
演
劇
会
な
ど

自
ら
が
発
表
す
る
場
を
支
援

す
る
施
設

④
文
化
交
流
の
場

様
々
な
式
典
な
ど
に
も
対
応

可
能
な
施
設

⑤
憩
い
の
場

来
館
者
で
に
ぎ
わ
う
憩
い
の

場
と
な
る
施
設

①
舞
台
利
用
者
が
使
い
や
す
い

ホ
ー
ル

音
響
照
明
設
備
を
適
切
に
配

置
し
、
多
目
的
利
用
に
十
分

対
応
で
き
る
環
境

　省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上

等
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
よ
い
施

設
を
目
指
し
ま
す
。

　社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
、

合
併
特
例
債

　１
月
４
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　
　２
月
６
日
（
月
）

　指
定
の
意
見
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
下
記
ま
で
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
電
子

メ
ー
ル
、
持
参
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〒
７
６
８

−

８
６
０
１

（
住
所
記
載
不
要
）

観
音
寺
市
政
策
部

　
　
　庁
舎
等
整
備
課
あ
て

　
　
　
　Ｆ

２３

−

３
９
２
０

Ｅc
h

o
u

s
y

a
s
e
ib

i@
c
ity

.

k
a
n

o
n

ji.lg
.jp

　基
本
構
想
（
案
）
と
意
見
書
、

意
見
等
公
募
要
領
は
、
庁
舎
等

　新
市
民
会
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
観
音
寺
市
民
会
館
等

建
設
検
討
委
員
会
に
基
本
構
想
（
素
案
）
を
諮
問
し
、
１０
月

２５
日
に
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
に
基
づ
き
策

定
し
た
基
本
構
想
（
案
）
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

整
備
課
や
市
役
所
総
合
案
内
所
、

各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
意
見
等
公
募
要

領
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〇

電
話
や
口
頭
、
匿
名
で
の
意

見
は
不
可

〇

提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

ほ
か
、
庁
舎
等
整
備
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

〇

氏
名
等
は
、
提
出
さ
れ
た
意

見
等
の
内
容
が
不
明
な
時
に

連
絡
・
確
認
を
す
る
た
め
利

用
し
ま
す
。

②
来
館
者
が
舞
台
に
集
中
で
き

る
快
適
な
ホ
ー
ル

視
覚
条
件
に
優
れ
、
座
り
心

地
に
配
慮
し
た
客
席
環
境

③
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
が
文
化

芸
術
創
造
者
と
し
て
支
援
で

き
る
施
設

地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
が
活
発

な
活
動
を
し
や
す
い
ス
ペ
ー
ス

④
複
合
的
な
交
流
施
設

多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
利
用

可
能
な
施
設

⑤
駐
車
場
の
確
保

大
規
模
催
事
に
も
対
応
で
き

る
駐
車
場

　総
床
面
積
は
７
、０
０
０
㎡
程
度

①
大
ホ
ー
ル

１
、
２
０
０
人
～
１
、
５
０

０
人
程
度
の
来
館
者
に
対
応

で
き
る
規
模

②
小
ホ
ー
ル

３
０
０
人
～
４
０
０
人
程
度

の
来
館
者
に
対
応
で
き
る
規
模

③
付
属
諸
室

練
習
や
リ
ハ
ー
サ
ル
等
に
利

用
で
き
る
大
・
中
・
小
規
模

の
会
議
室
や
和
室
を
設
置

　現
観
音
寺
南
小
学
校
の
跡
地

を
建
設
予
定
地
と
し
ま
す
。

庁
舎
等
整
備
課

　☎
２３

−

３
９
５
１

　
基
本
理
念

　
施
設
構
成

建設スケジュール
　
環
境
対
策

　
財
源

　
建
設
場
所

　
基
本
方
針

　
公
募
期
間

　
提
出
方
法

　
注
意

基
本
構
想（
案
）概
要

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

　
　
　新
市
民
会
館
建
設
基
本
構
想（
案
）

２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

基本構想

基本計画・基本設計

実施設計

建設工事 ３月●
全館閉館　

１２月●
現大ホール閉館　
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男
女
共
同
参
画

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
、

単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
か
ら
社

会
と
の
結
び
つ
き
が
希
薄
化
し
、

孤
立
す
る
人
が
増
え
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
が
共

に
社
会
や
地
域
と
関
わ
り
、
よ

り
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
を
持

っ
て
生
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　自
分
自
身
の
こ
れ
か
ら
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
月
２２
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

３０
分
（
午
後
１
時
開
場
）

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

無
料

〇

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
登
録
団

体
活
動
発
表

　「
し
げ
き
・
す
ま
い
る
・
き
っ
ず
」

に
よ
る
読
み
聞
か
せ

　「
ラ
ヴ
・
ユ
ー
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
」

〇

講
演

「
無
縁
社
会
と
男
女
共
同
参
画

 

～
地
域
や
家
族
と
の
絆
～
」

四
国
学
院
大
学
社
会
福
祉
学

部
教
授

　大
山

　治
彦

　氏

　昨
年
１
月
に
開
始
し
た
「
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
」
を
通
し
て
、
３
世
帯

６
人
が
本
市
に
移
住
し
て
い
ま
す
。

　移
住
希
望
者
を
支
援
す
る
た
め
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
賃
貸
・
売

買
可
能
な
空
き
家
」
を
持
っ
て
い
る

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　企
画
課

　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

がんばれ観音寺応援寄附金
あなたが育ったふるさと観音寺を、あなたの応援でもっと元気に

問い合わせ先

　企画課　☎２３−３９１７

①応援寄附金の募集

②ふるさと観音寺への寄附

③受領証や証明書等の送付

ふるさと観音寺 寄附者の皆さん

※事業を指定せずに寄附される場合は、

その使途をお任せいただきます。

①未来を担うひとづくりのための事業

②誰もが健康で安心して暮らすための事業

③芸術文化の伝承と振興のための事業

寄附金の使い道 申し込みと納付方法
　寄附申込書に必要事項を記入し、下記へ申し込ん
でください。納付は、郵便振替または銀行振り込み、
現金書留、納付書払いでお願いします。
寄附申込書は、市役所総合案内所・各支所にあります。

〒７６８−８６０１（住所記載不要）
観音寺市政策部企画課あて
☎２３−３ ９１７　 Ｆ２３−３ ９２０
Ｅメール　kikaku@city.kanonji.lg.jp

詳しくは市ホームページを確認してください。
http://www.city.kanonji.kagawa.jp/

　
　
　
空
き
家
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

○１万円以上の寄附金をいただいた人には、感謝の
気持ちを込めて、ふるさと観音寺の特産品（伊吹
いりこ、さぬきうどん、佃煮など）を贈ります。

　「がんばれ観音寺応援寄附金」は、ふるさと観音寺を応援した

い、心のふるさと観音寺に貢献したいという思いを寄附金という

形で表すものです。広くこの制度を周知していただき、皆さんの

親類や友人、子弟に全国からの応援をお願いしてください。

○寄附をすると、現在住んでいる市町村で
納める住民税・所得税が軽減されます。

　（注）税務署または市への申告が必要
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年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

③
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

寄
附
金
控
除
な
ど
を
受
け
よ

う
と
す
る
人

④
平
成
２３
年
中
の
収
入
が
な
い

場
合
で
も
、
次
に
該
当
す
る

人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

・
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人

・
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
や
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

資
格
の
認
定
を
受
け
る
人

・
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書
の

交
付
が
必
要
な
人

○

印
鑑

○

収
入
や
必
要
経
費
を
証
明
で

き
る
帳
簿
や
書
類
、
領
収
書
、

収
支
内
訳
書
な
ど

○

給
与
所
得
が
あ
る
人
は
源
泉

徴
収
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

○

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

○

一
時
所
得
（
生
命
保
険
一
時

金
・
損
害
保
険
返
戻
金
な
ど
）

や
雑
所
得
（
個
人
年
金
な
ど
）

の
受
け
取
り
を
証
明
す
る
も
の

○
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

○

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、

旧
長
期
損
害
保
険
料
、
医
療

費
、
寄
附
金
な
ど
の
支
払
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

　自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
国
税
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
申
告
や
申
請
、

納
税
が
で
き
、
税
務
署
な
ど
に

何
度
も
出
か
け
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
ｅ

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
最
寄
り
の
税
務
署

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　本
市
で
は
、
納
税
者
の
申
告

手
続
き
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

平
成
２３
年
１２
月
１９
日
か
ら

ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
地
方
税
ポ
ー
タ

ル
シ
ス
テ
ム
）
を
利
用
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
市
税
の

申
告
等
に
つ
い
て
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
し
た
。
給
与
支
払
報

告
書
や
法
人
市
民
税
申
告
書
、

償
却
資
産
申
告
書
な
ど
の
提
出

が
利
用
で
き
ま
す
。

個
人
の
市
・
県
民
税
の
申
告

は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.e

lta
x
.jp

/

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　☎
０
５
７
０

−

０
８
１
４
５
９

前
年
中
（
平
成
２３
年
１
月
１
日
～

　
　
　
　１２
月
３１
日
）
の
所
得

平
成
２４
年
２
月
１６
日
（
木
）
～

　
　
　
　
　
　３
月
１５
日
（
木
）

〇

年
金
所
得
だ
け
の
人
は
、
２

月
１４
日
（
火
）
と
１５
日
（
水
）に

納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。

○

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
人
は
、
市
・

県
民
税
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○

土
地
や
株
式
な
ど
の
譲
渡
所

得
が
あ
る
人
や
、
初
め
て
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
の
適
用
を
受
け
る
人
、

こ
れ
ま
で
税
務
署
で
申
告
し

て
い
る
人
は
、
税
務
署
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

〇

申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
税
務

署
で
の
申
告
を
案
内
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

（
左
ペ
ー
ジ
の
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
を
参
照
）

○

平
成
２３
年
中
に
営
業
や
農
業
、

不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
っ

た
人

○

源
泉
徴
収
さ
れ
た
給
与
所
得

の
み
の
人
は
申
告
は
不
要
で

す
が
、
次
の
①
～
④
に
該
当

す
る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

①
農
業
や
地
代
、
家
賃
、
生
命

保
険
一
時
金
、
年
金
、
損
害

保
険
返
戻
金
な
ど
の
給
与
以

外
の
所
得
が
あ
る
人
（
給
与

以
外
の
所
得
が
２０
万
円
以
下

の
場
合
、
所
得
税
の
申
告
は

不
要
で
す
が
、
市
・
県
民
税

は
所
得
金
額
の
多
少
に
か
か

わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。）

②
日
給
な
ど
で
働
い
て
い
る
人

や
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、

を
証
明
す
る
も
の
（
医
療
費

の
領
収
書
は
病
院
ご
と
、
日

付
順
に
整
理
し
、
支
払
っ
た

金
額
を
合
計
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。
な
お
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
は
支
払
い
を
証

明
す
る
も
の
に
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。）

○

通
帳
の
口
座
番
号
（
所
得
税

の
還
付
や
納
付
、
市
・
県
民

税
の
還
付
が
あ
る
人
の
み
）

〇

事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
な

ど
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

人
は
、
収
支
内
訳
書
を
完
成

さ
せ
て
申
告
会
場
へ
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

〇

医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
、

寄
附
金
控
除
、
退
職
所
得
な

ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
人
は
、
２
月
１５
日
以

前
で
も
税
務
署
で
申
告
の
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

２
月
１６
日
以
降
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇

公
的
年
金
収
入
が
あ
り
、
所

得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

る
人
は
、
扶
養
や
生
命
保
険

料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
所

得
控
除
を
申
告
す
る
こ
と
で
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ

申
告
を
す
る
所
得

申
告
の
期
間

注
意

申
告
時
に
必
要
な
も
の

申
告
が
必
要
な
人

注
意

市
税
の
電
子
申
告
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
を
開
始
し
ま
し
た

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

−

Ｔ
Ａ
Ｘ
を

　
利
用
し
て
く
だ
さ
い

市・県民税
国民健康保険税等

の申告
税務課市民税係　☎２３−３９２２

観 音 寺 税 務 署　☎２５−２１９１

問い合わせ先
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平成２４年（平成２３年分）納税相談日程表

受 付 日 受 付 会 場
申 告 受 付 地 区

午前９時～正午 午後１時～午後４時

２月１４日（火） 市民会館中ホ−ル 観音寺地区で年金以外に所得がない人

１５日（水）

豊浜中央公民館
２階講堂 

（旧文化会館）

大野原・豊浜地区で年金以外に所得がない人

１６日（木） 本町、中之町 上田井、東町、港町、南

１７日（金） 東浜、須賀　 北原、五軒屋、岡、直場、道溝、林

２０日（月）
長谷、雲岡、野々池、大坪、院内、梶谷、
本村、大平木、道溝東、苗手

関谷、堀切、西原、箕浦

２１日（火）

大野原中央公民館
３階講義室

海老済、有木、田野々 内野々、井関

２２日（水） 高尾、大造、大福、大道、上中、下中 中村、早本、道上、笠松、寺家

２３日（木） 高松、上杉林、下杉林、辻
西の後、八兵、大鞘、大鞘西団地、宮之下、
下木屋

２４日（金）
残水、植松、岡之塔、下林、ひうち、
雇用促進

十三塚、林

２７日（月） 屋敷、瀬後、豆塚、雉子原 四軒屋、白坂、石砂

２８日（火） 池之内、福田原、丸井南 西丸井、丸井北、青岡

２９日（水） 赤岡、東村 中央、安井

３月  １日（木） 花稲北、本村 中林、先林

２日（金） 市民会館中ホ−ル 新田町　 池之尻町

３日（土） 伊吹支所 伊吹町　　

５日（月）

市民会館中ホ−ル

原町、柞田町（中出、上出） 柞田町（黒渕、下出）

６日（火） 柞田町（八丁、山王、下野、北岡、玉田） 柞田町（大畑、油井、山田）

７日（水）
粟井町（上野、奥谷、宮下団地）
木之郷町

粟井町（出晴、信末、本庄、常次、竹成）

８日（木） 吉岡町、本大町 中田井町、古川町

９日（金） 室本町、高屋町（西上、西下） 高屋町（岡西、岡東、明上、明下、高屋団地）

１２日（月）
茂木町、茂西町、上市、川原、有明町、
八幡町、天神町

坂本町、幸町、明星、殿、中央、柳、
青柳、三架橋、駅通、栄町、昭和町、七間橋、
中洲、中新、若宮、春日、大和、上若、蛭子、
仮屋

１３日（火）
南町、加茂田、元、港、琴浪町、瀬戸町、
三本松町

植田町

１４日（水） 流岡町 村黒町、出作町

１５日（木） 上記日程に申告できなかった人

い
い
え

い
い
え

は
い

は
い

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

市・県民税の申告が必要かどうかを確かめてみてください

勤務先から市へ給与支払
報告書が提出されていま
すか？

平成24年1月1日現在、観
音寺市に居住していまし
たか？

スタート

平成23年中に何か収入が
ありましたか？

平成23年中、あなたはサ
ラリーマンか、パートタ
イマーでしたか？

所得税の納付や還付のた
め、税務署に確定申告を
しますか？

市・県民税の申告が
　　　　　　必要です。
収入が１カ所からの公的
年金のみで、控除が扶養
親族等申告書の内容のま
まの人は、申告する必要
はありません。

観音寺市に市・県民税の
　申告をする必要はありません。
平成24年１月１日に居住していた
市町村へ問い合わせてください。

市・県民税の
　　　　　申告が必要です。
ただし、平成24年１月１日に観音
寺市に居住する人の扶養になって
いる人は、申告する必要はありま
せん。

市・県民税の申告をする
　　　　　必要はありません。
税務署に確定申告書を提出すると、
その申告内容が市に回送されるた
め、市・県民税の申告は必要あり
ません。ただし、確定申告書の「住
民税・事業税に関する事項」欄に
該当する事項や金額があれば、必
ず記入してください。

平成23年分給与の年末調
整は済みましたか？

給与以外に年金・報酬な
どの所得がありましたか？

給与を２カ所以上から
　支給されていますか？

市・県民税の申告をする
　　　必要はありません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
税務署で確定申告をすれば、
市・県民税の申告は必要あり
ません。

税務署で確定申告が
　　　　　　必要です。
給与以外の年間所得が20万円
を超えない人は、市・県民税
の申告が必要です。

市・県民税の申告が
　　　　　　必要です。

税務署で確定申告が必要
かどうかを相談してくだ
さい。
税務署に確定申告をすれば、
市・県民税の申告は必要あり
ません。
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財政事情の公表
総務課財政係　☎２３−３９００

一般会計予算の収支状況

特別会計予算の収支状況

　平成２３年４月１日から９月３０日までの平成２３年度上半期
の財政事情を公表します。　　　（平成２３年９月３０日現在）

歳　入

款
予算現額

Ａ
収入済額

Ｂ
収入比率
Ｂ／Ａ（％）

1 市 税 82億204万円 59億5,022万円 72.5

2 地 方 譲 与 税 2億2,000万円 6,548万円 29.8

3 利子割交付金 4,160万円 1,319万円 31.7

4 配当割交付金 1,250万円 676万円 54.1

5 株式等譲渡所得割交付金 610万円 0円 0.0

6 地 方 消 費 税 交 付 金 6億1,290万円 3億5,511万円 57.9

7 自 動 車 取 得 税 交 付 金 6,300万円 1,433万円 22.7

8 地 方 特 例 交 付 金 1億円 6,773万円 67.7

9 地 方 交 付 税 59億5,803万円 41億5,966万円 69.8

10 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 1,100万円 686万円 62.4

11 分 担 金 及 び 負 担 金 3億425万円 1億3,978万円 45.9

12 使 用 料 及 び 手 数 料 3億9,743万円 1億9,824万円 49.9

13 国 庫 支 出 金 29億6,507万円 12億7,043万円 42.8

14 県 支 出 金 17億2,731万円 2億7,591万円 16.0

15 財 産 収 入 1億437万円 5,213万円 50.0

16 寄 附 金 500万円 391万円 78.2

17 繰 入 金 7億2,254万円 0円 0.0

18 繰 越 金 3億5,239万円 3億5,239万円 100.0

19 諸 収 入 5億3,195万円 9,200万円 17.3

20 市 債 32億4,560万円 2,000万円 0.6

歳　入　合　計 255億8,308万円 130億4,413万円 51.0

歳　出

款
予算現額

Ａ
支出済額

Ｂ
執行率
Ｂ／Ａ（％）

1 議 会 費 3億2,948万円 1億8,622万円 56.5

2 総 務 費 31億9,141万円 8億9,645万円 28.1

3 民 生 費 79億6,525万円 26億7,168万円 33.5

4 衛 生 費 24億5,800万円 10億5,294万円 42.8

5 労 働 費 3,000万円 3,000万円 100.0

6 農林水産業費 7億7,121万円 1億8,203万円 23.6

7 商 工 費 5億616万円 3億7,654万円 74.4

8 土 木 費 16億9,617万円 5億9,319万円 35.0

9 消 防 費 8億6,727万円 5億5,433万円 63.9

10 教 育 費 44億7,419万円 16億3,210万円 36.5

11 災害復旧費 894万円 0円 0.0

12 公 債 費 32億1,877万円 14億1,491万円 44.0

13 諸支出金 1,783万円 0円 0.0

14 予 備 費 4,840万円 0円 0.0

歳出合計 255億8,308万円 95億9,039万円 37.5

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 Ａ 支出済額 Ｂ Ａ−Ｂ

競 輪 事 業 特 別 会 計 98億6,347万円 8億8,711万円 15億8,395万円 △6億9,684万円

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 79億2,992万円 28億1,338万円 33億546万円 △4億9,208万円

国民健康保険伊吹診療所特別会計 8,500万円 2,392万円 3,315万円 △923万円

後期高齢者医療事業特別会計 7億9,700万円 2億4,893万円 2億5,939万円 △1,046万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 49億3,743万円 18億707万円 19億9,812万円 △1億9,105万円

介護予防サービス事業特別会計 3,741万円 2,388万円 1,066万円 1,322万円

航 路 事 業 特 別 会 計 1億1,450万円 6,403万円 5,898万円 505万円

粟 井 財 産 区 特 別 会 計 1,249万円 1,233万円 64万円 1,169万円

粟 井 坂 瀬 山 林 特 別 会 計 2,078万円 2,063万円 5万円 2,058万円

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 18億961万円 4億275万円 4億7,030万円 △6,755万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 5,500万円 436万円 1,649万円 △1,213万円
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地 方 債 の 現 在 高

市 税 の 状 況

市 有 財 産 の 状 況

基 金 の 現 在 高

○ 臨時財政対策債とは
　地方公共団体が地方交付税として交付される額の一部を
補うために発行する地方債のことです。償還費用の全額が
国から地方交付税で補てんされます。

市民１人あたり地方債現在高　　　　　　　　62 万 7,699 円

臨時財政対策債・合併特例債を除いた場合　　38 万 3,497 円

　　　　　　　　　　　　（行政区域内人口 63,962 人で計算）

市民 1 人あたり基金現在高 11 万 5,445 円

　　　（行政区域内人口 63,962 人で計算）

○ 合併特例債とは
　合併後の地域振興や旧地域間の格差是正などを目的とし
た事業を実施するために発行する地方債のことです。償還
費用の７０％が国から地方交付税で補てんされます。

水道事業の公表Ⅱ

水は限りある資源です
　　　大切に使いましょう

　４月１日から９月３０日までの水の使用
量は、 ３８３万４,９５７ｍ３で前年度の同期と
比較すると約１.９％の減となっています。
　本年度上半期の収支状況は、右表のと
おりです。

（消費税込、単位：千円）

収　入

給 水 収 益 782,091
受 託 工 事 収 益 1

分 担 金 そ の 他 13,941
合 計 796,033

支　出

人 件 費 79,739
動 力 費 21,123

薬 品 費 2,806

受 水 費 195,085

減 価 償 却 116,765

資 産 減 耗 3,683

支 払 利 息 30,465

物 件 費 83,900

そ の 他 16,557
合 計 550,123

区　　　　　分 現　在　高

一　般　会　計 311億360万円

臨 時 財 政 対 策 債 82億3,326万円

合 併 特 例 債 73億8,635万円

臨 時 財 政 対 策 債 ・ 合 併
特 例 債 を 除 く 地 方 債 154億8,399万円

特　別　会　計 90億4,526万円

競 輪 事 業 3億5,016万円

航 路 事 業 1,412万円

公 共 下 水 道 事 業 84億451万円

農 業 集 落 排 水 事 業 2億7,647万円

合　　　　計 401億4,886万円

※平成２３年上半期（平成２３年９月３０日現在）における一時
借入金はありません。

区　　分 現　在　高

財 政 調 整 基 金 22 億 5,071 万円

減 債 基 金 8,679 万円

そ の 他 50 億 4,658 万円

合　　計 73 億 8,408 万円

調 定 額

収 入 額

行政財産

　土　　　　地

　建　　　　物

普通財産

　土　　　　地

　（うち財産区山林　　　　　　　　　　）

　建　　　　物

2,422,720㎡

248,990㎡

9,865,325㎡

1,906,780㎡

28,690㎡

85億6,466万円

59億5,022万円

臨時財政対策債
82億 3,326 万円

合併特例債
73億 8,635万円

農業集落排水事業
2億 7,647 万円

公共下水道事業
84億 451万円

航路事業
1,412万円

競輪事業
3億 5,016 万円

その他
154億 8,399万円

地方債現在高
401 億 4,886 万円

特別会計
90 億 4,526 万円

一般会計
311 億 360 万円

平成２３年度上半期の状況
水道局　☎２５−５２１１
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　ベトナムや中国、インドネシア、フィリピン、モンゴル、
カンボジア、日本の料理の調理と試食をした観音寺市国際
交流協会主催のお国自慢料理大会。市内に住む外国人から、
私たちにはなじみが少ない調理法や食べ方などを教わり、
本場の味を楽しみました。

　大野原キッズスクールが開催され、２９人の小学生が
参加。萩の丘公園からハイキングをし、ロープウエー
で雲辺寺山頂公園に到着。スクールの大西校長から、
雲辺寺や四国８８カ所の話を聞きました。スクールはシ
ーズンごとに年４回開催し、ふだん体験できないこと
を学ぶため、子どもたちは楽しみにしています。

　一ノ谷小学校音楽室で、ピアニストの藤井快哉さん
のクラスコンサート（３・４・５年）が開かれました。
間近で聴くプロの生演奏に子どもたちもくぎ付けで、
ピアノを解体しての弦やハンマーの仕組みの説明には
興味津々。演奏後には、リコーダーとのアンサンブル
もあり、芸術の秋にふさわしい貴重な体験に大満足の
様子でした。　　　（まちかど特派員　久保田由美子）

楽しくハイキングしたよ ピアニスト現る
いつもの音楽室が様変わり

11 14

　伊吹中学校では、文部科学省の事業を受け、観音寺
市出身の音楽プロデューサー生駒龍之介さんと全校生
徒７人が伊吹島の歌「宝物」を制作。約３カ月、５回
の指導で歌詞の創作やＣＤのレコーディングも行い、
心に残る貴重な体験をしました。ＣＤを希望する人は
伊吹中学校（☎２９−２１０２）まで連絡してください。

　子どもから大人までの総勢約６３０人が出演した市民
音楽祭では、ミュージカルやマーチング、合唱・吹奏
楽のパフォーマンスなど、日ごろの成果を披露し「音
を観るまち観音寺」から東日本大震災の被災者に向
け「夢をあきらめないで」とエールを送りました。

伊吹の歌を伊吹ふるさと学習で発表 市民音楽祭で絆を確認しました16
11

1113

20
11

「わぁ、おいし～い！」
世界の料理を試食

20
11
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　第１回四国まんなか市長サミットが中央図書館で開
催されました。県境を越えた連携と地域の活性化を目
指して設立された四国まんなか交流協議会が主催して、
徳島県三好市と愛媛県四国中央市、観音寺市の３市長
が「観光」をテーマにパネルディスカッション形式で
方策を探り、交流人口の増大により地域振興につなげ
ようと行われたものです。

地域の発展を目指すため市長サミット

　人権講演会があり、人権擁護に関する小・中学生の
作品優秀者６人の表彰がありました。その後の「昭和
世代からの遺言」と題した野中広務氏の講演には、約
５５０人が聴講。道義を大切に歩んできた野中氏の貴重
な経験や苦労話に、参加者は大きくうなずき聞き入っ
ていました。

たくさんの本にふれた２日間

　伊吹漁協煮干集出荷場で同時開
催された「観音寺・三豊おさかな
市２０１１」「第２回観音寺・伊吹い
りこ祭り」「さぬきうまいもん祭り
ｉｎ西讃」。海の幸や農産物を買
ったり、屋台で食事をしたり、ま
た、さまざまな体験コーナーや試
食を楽しみ、大盛況の一日でした。

３つの食の
イベントが大集合

心を込めて、思いが伝わる演奏を
　第３９回マーチングバンド・バトントワーリング全国
大会に出場する大野原小学校（部員５２人）と豊浜中学
校（部員１６人）の出場報告会がありました。大野原小
学校はことしも伝統を守り、豊浜中学校は初めての挑
戦で全国への切符を獲得。白川市長の激励に、両校の
代表者が大会に向けての決意を述べました。

12
4

人権講演会に大勢の聴講者12 12
4 9

11
30

　中央図書館で開催された観音寺子ども読書フェステ
ィバル。ことしの特徴は、縦１．５ｍ、横４ｍを超える
超大型絵本が四国に初上陸したことです。恐竜「ティ
ラノサウルス」との撮影会も大人気。すっかり恒例に
なったお話し会や絵本づくり、児童用図書の持ち帰り
なども楽しみました。

11 26・27
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秋 山 　 凛
りん

ちゃん

父 泰芳さん　　母 佐知子さん
（木之郷町）

材 木 愛
あい

奈
な

ちゃん

父 宏之さん　　母 貴子さん
（出作町）

 

 

浅 野 響
ひびき

ちゃん

父 穰さん　　母 早さん
（大野原町大野原）

岡 戸 裕
ゆう

政
せい

ちゃん

父 建央さん　　母 芳江さん
（池之尻町）

 
 

入 江 哉
かな

太
た

ちゃん

父 稔さん　　母 友美さん
（粟井町）

白 川 仁
に

菜
な

ちゃん

父 博和さん　　母 香さん
（豊浜町）

満１歳の子どもを募集
　１月４日から１月３１日まで４月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年１月生まれ

み
ん
な
の
輪

　
　
　
　
　
豊
浜
少
年
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　約
２５
年
前
に
、
子
ど
も
た
ち

が
戸
外
で
思
い
き
り
体
を
動
か

せ
る
場
を
作
ろ
う
と
結
成
さ
れ

た
豊
浜
少
年
野
球
。
野
球
に
夢

中
に
な
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
球

を
追
い
か
け
る
姿
は
昔
も
今
も

変
わ
り
ま
せ
ん
。
先
輩
や
友
だ

ち
の
誘
い
や
兄
弟
の
楽
し
そ
う

な
姿
を
見
て
チ
ー
ム
に
入
る
子

が
多
く
、
現
在
は
２６
人
の
子
ど

も
た
ち
が
歴
史
を
引
き
継
い
で

い
ま
す
。

　練
習
は
、
豊
浜
小
学
校
運
動

場
で
火
・
木
・
土
・
日
曜
日
の

週
４
日
。
全
学
年
が
同
じ
メ
ニ

ュ
ー
を
こ
な
し
ま
す
。
基
礎
練

習
と
マ
ナ
ー
を
大
切
に
し
、
一

人
ひ
と
り
が
緊
張
感
を
持
っ
て

励
ん
で
い
ま
す
。
自
宅
で
も
自

主
練
習
し
、
お
父
さ
ん
と
の
練

習
の
方
が
厳
し
い
、
と
話
す
子

も
。
た
く
ま
し
い
体
づ
く
り
の

た
め
の
努
力
も
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　試
合
も
月
に
何
度
か
あ
り
、

開
始
前
は
円
陣
を
組
ん
で
「
絶

対
勝
つ
ぞ
！
」
と
気
合
十
分
。

試
合
で
は
普
段
の
練
習
の
成
果

を
試
す
だ
け
で
な
く
、
勝
ち
負

け
を
味
わ
う
こ
と
も
心
の
鍛
錬

に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
勝
ち

取
っ
た
喜
び
は
何
事
に
も
変
え

ら
れ
ず
、
負
け
た
時
の
悔
し
さ

は
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
の
大
切
な

ば
ね
に
な
り
ま
す
。

　夏
の
県
大
会
で
は
、
県
内
約

１
０
０
チ
ー
ム
の
中
か
ら
準
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
喜
び

の
声
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
「
悔
し
か
っ
た
」
の
声
も
。

目
標
は
高
く
、
目
指
す
は
プ
ロ

野
球
選
手
。
現
状
に
満
足
せ
ず
、

後
輩
た
ち
に
は
優
勝
し
て
ほ
し

い
と
、
夢
を
語
り
ま
す
。
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食べて菜のあえもの

打ち込み汁（郷土料理）

全国学校給食甲子園で３位特別賞を受賞
大野原学校給食センター

　　　（４人分）

食べて菜（小松菜など）…１束、

ハクサイ…３枚、いりゴマ…大さ

じ１、かつおぶし…小袋１、

しょうゆ…小さじ１

　　　（４人分）

豚肉（鶏肉など）…６０ｇ、油揚げ

…１／２枚、ダイコン…１／５本、

ニンジン…１／３本、サトイモ …

中１個、ブナシメジ…１／２パッ

ク、葉ネギ…１／３束、生うどん

…１５０ｇ、水…３カップ、だしコ

ンブ…１０㎝、煮干し…２０ｇ程度、

しょうゆ…大さじ１

❶ゴマとかつおぶしをいっておく。

❷食べて菜とハクサイは２㎝くらいに

切り、ゆでて冷ます。

❸①と②をしょうゆであえる。 

❶コンブと煮干しでだしをとる。

❷熱湯で油揚げの油抜きをし、短冊切りにする。

❸ダイコン、ニンジンをそれぞれ長さ３㎝の短冊切りにする。

❹サトイモは皮をむき一口大に切る。

❺ブナシメジは小房に分け、葉ネギは小口切りにする。

❻だしの中に豚肉と②③④を入れ煮立ったら、シメジと打ち粉

を払いながら生うどんをさばいて入れる。めんに火が通った

らしょうゆを入れる。

❼⑥にネギを加えて、ひと煮立ちさせる。

材　料

材　料

作り方

作り方

エビジャコのかき揚げ（郷土料理）
　　　（４人分）

エビジャコ（無頭）…５０ｇ、煮干し（かえり）

…１０ｇ、サツマイモ…８０ｇ、むきエダマメ…

２０ｇ、小麦粉…大さじ３、卵…１／２個、

塩…少々、水…５０㏄、揚げ油…適量

❶サツマイモは、皮つきで１㎝のさい

の目に切る。 

❷小麦粉と卵、塩を混ぜて、衣を作る。

❸②にエ ビジャコ、サツマイモ、エダマメ

（サヤインゲンなどでもよい）、煮干し

を入れて混ぜ、油で揚げる。

材　料

作り方

給食甲子園出場メニュー

　郷土料理の野菜たっぷりの打ち込み汁とエビジャコの

かき揚げに、香川県で改良されて誕生した郷土野菜「食

べて菜」を使った副菜を組み合わせました。健康に良い

うどんの食べ方の手本にもなっています。「食べて菜」

はさぬき菜と小松菜をかけ合わせたもので、大野原中学

校の生徒が応募したこの愛称に決まりました。愛称には

讃岐の方言を使い「大変おいしいのでみんなに食べてほ

しい」という子どもたちの願いが込められています。

　子どもたちには、先人の知恵と現代人の努力を知り、

地域への誇りと感謝の気持ちをはぐくんでほしいと願っ

ています。

地場産物の活用や衛生管理などが高く評価されました

献立　★ワカメごはん　　　★打ち込み汁

　　　★エビジャコのかき揚げ　★牛乳

　　　★食べて菜のあえ物　　　★ミカン

食育コーナー
学校給食課　☎５７−６６６０
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所
録
を
作
成

パ
ソ
コ
ン
の
文
字
入
力
や
マ

ウ
ス
操
作
が
で
き
る
人

各
２０
人
（
先
着
順
）

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

１
月
４
日
（
水
）
～
１８
日
（
水
） 

作
成
し
た
デ
ー
タ
を
持
ち
帰

り
た
い
人
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
ー
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　教
育
総
務
課
大
野
原
分
室

　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
２

　平
成
２４
年
度
学
校
給
食
物
資

納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

〇

営
業
施
設
を
有
し
、
常
時
営

業
し
て
い
る
こ
と

〇

衛
生
上
必
要
な
施
設
を
完
備

し
、
衛
生
意
識
を
有
し
て
い

る
こ
と

〇

供
給
能
力
が
十
分
あ
る
こ
と

２
月
１
日
（
水
）
～
２９
日
（
水
）

観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５７

−

６
６
６
０

大
野
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５４

−

４
３
９
０

２
月
１
日
（
水
）
～
１０
日
（
金
）

豊
浜
中
学
校

　
　
　
　☎

５２

−

２
１
５
２

　義
務
教
育
の
就
学
費
援
助
制

度
で
は
、
経
済
的
に
困
っ
て
い

る
小
・
中
学
校
の
子
ど
も
の
保

護
者
に
対
し
、
就
学
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

学
校
給
食
費
や
学
用
品
費
、
修

学
旅
行
費
、
医
療
費
な
ど
が
国

の
定
め
る
基
準
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
。

　学
校
教
育
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
８

　生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

　平
成
２４
年
度
に

利
用
を
希
望
す
る

人
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
平
成

２３
年
度
か
ら
引
き

続
き
希
望
す
る
人

も
申
請
が
必
要
で
す
。

観
音
寺
南
な
か
よ
し
教
室
、

高
室
な
か
よ
し
教
室
、
常
磐

な
か
よ
し
教
室
、
柞
田
な
か

よ
し
教
室
、
大
野
原
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
教
室
、
豊
浜
に
じ

教
室

市
立
の
小
学
１
年
生
～
３
年

生
の
留
守
家
庭
の
児
童

〇

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申

請
書
（
申
請
児
童
１
人
に
つ

き
１
枚
）

〇

同
居
家
族
が
放
課
後
留
守
で

あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
る
も

の
（
就
労
証
明
書
ま
た
は
健

康
保
健
証
（
国
保
不
可
）
、

医
師
の
診
断
書
な
ど
）

〇

調
査
表
（
２
種
類
）

　１
月
１６
日
（
月
）
～
２７
日
（
金
）

　（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

申
請
書
の
配
布
場
所
・
提
出
先

生
涯
学
習
課
（
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
６
時
）

大
野
原
分
室
・
豊
浜
分
室

（
午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５

時
１５
分
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
各
教
室

（
午
後
２
時
～
午
後
６
時
）

か
ん
た
ん
！
「
住
所
録
」

１
月
２９
日
（
日
）

午
前
の
部
＝
午
前
１０
時
～
正

午
、
午
後
の
部
＝
午
後
１
時

３０
分
～
午
後
３
時
３０
分

大
野
原
中
央
公
民
館
３
階
講

義
室
（
大
野
原
支
所
内
）

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
で
住

義
務
教
育
の
就
学
費
を

　
　
　
　
援
助
し
ま
す

平
成
２４
年
度

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
募
集

パ
ソ
コ
ン
教
室
ｉ
ｎ
大
野
原

募
集
し
ま
す

学
校
給
食
物
資
納
入
業
者

条
件
（
抜
粋
）

こ
れ
は
子
ど
も
自
身
が
歩
み

な
が
ら
感
じ
る
こ
と
。
子
ど

も
が
「
自
分
で
決
め
た
」
こ

と
を
評
価
し
、
そ
の
背
中
に

ず
っ
と
大
人
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
一
人
で
悩
ま
な
い
で

　
　
　
　
　一
緒
に
考
え
よ
う
」

　子
ど
も
に
寄
り
添
う
と
き
、

心
に
ゆ
と
り
は
あ
り
ま
す
か
？

子
育
て
の
悩
み
や
子
ど
も
の
成

長
過
程
に
つ
い
て
、
身
近
に
相

談
で
き
る
人
は
い
ま
す
か
？
大

人
た
ち
に
も
パ
ワ
ー
が
必
要
で

す
。
ま
ず
は
自
分
に
元
気
を
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

　年
末
年
始･･･

ク
リ
ス
マ
ス

や
お
正
月
な
ど
街
に
は
笑
顔
が

増
え
る
と
き
で
す
。
ま
た
、
新

し
い
年
を
迎
え
た
子
ど
も
た
ち

に
は
い
ろ
い
ろ
な
心
の
顔
が
見

ら
れ
ま
す
。

　「
右
か
左
か
、
○
か
×
か
…
」

い
く
つ
か
の
進
路
の
中
か
ら
一

つ
を
選
択
し
よ
う
と
し
て
い
る

子
ど
も
や
、
す
で
に
新
年
度
に

向
け
て
元
気
を
蓄
え
か
け
た
子

ど
も
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
の

気
持
ち
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て

い
る
子
ど
も
、
成
人
式
を
目
前

に
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
青
年
な
ど
…

　そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
に
向
か
う

扉
の
前
に
立
つ
と
き
大
人
は
、

◆
子
ど
も
の
不
安
な
気
持
ち
を

受
け
止
め
、
子
ど
も
の
考
え

を
し
っ
か
り
聴
き
ま
し
ょ
う
。

◆
大
人
の
思
い
は
押
し
つ
け
で

は
な
く
「
私
は
こ
う
思
う
」

と
い
う
Ｉア
イ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
伝

え
ま
し
ょ
う
。

◆
「
右
で
も
左
で
も
、
こ
の
道

が
○
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
」

自
立
に
向
か
う
扉
の
前
に
立
つ
と
き

　
　

  「
一
人
で
悩
ま
な
い
で　
一
緒
に
考
え
よ
う
」

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　☎
２５

−

４
２
５
１

「
一
人
で
悩
ま
な
い
で

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
・
若
者
の
相
談

や
ま
び
こ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

０
９
０
０
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優
良
児
童
図
書
の
寄
贈

（
株
）
た
ま
や
（
高
松
市
）

　昭
和
６２
年
か
ら

毎
年
寄
贈
さ
れ
て

い
る
こ
れ
ら
の
図

書
は
、
児
童
へ
の

読
書
啓
発
や
読
書

推
進
に
役
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
内
１６
カ
所
の
公
衆
ト
イ
レ
の

　
　
　
　清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
観
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

文
部
科
学
大
臣
表
彰

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

豊
浜
っ
子
応
援
隊

で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
全
産
業
を
対
象
に
、

経
済
活
動
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

　調
査
票
は
国
か
ら
郵
送
、
ま

た
は
調
査
員
が
配
布
し
ま
す
。

記
入
内
容
は
厳
重
に
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」

２
月
１８
日
（
土
）

午
後
６
時
３０
分
～

　
　
　
　
　午
後
８
時
３０
分

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

観
音
寺
市
議
会

議
会
事
務
局

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
３

企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

１
月
８
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
正
午

市
総
合
運
動
公
園

訓
練
の
た
め
、
当
日
午
前
７

時
３０
分
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

天
候
に
よ
り
、
場
所
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査

が
、
平
成
２４
年
２
月
１
日
現
在

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
２４
年

観
音
寺
市
消
防
団
出
初
式

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

経
済
セ
ン
サ
ス

−

活
動
調
査

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

おめでとう
　　　ございます

平成２２年度
　　人権作品優秀賞

柞田小６年
森脇　唯帆さん

中部中３年（平成 22 年度）
内田　優花さん

書道・水彩画・油絵・和紙各種材料
取り揃えています
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る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切
な

検
査
で
す
。

　受
検
し
て
い
な
い
た
め
に
、

に
お
い
が
ひ
ど
い
、
汚
れ
が
取

れ
な
い
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
苦

情
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

法
定
検
査
は
必
ず
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　ま
た
、
国
や
県
な
ど
の
補
助

金
を
受
け
て
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
人
は
、
実
績
報
告
書
類

の
提
出
の
後
、
法
定
検
査
受
検

の
有
無
を
確
認
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
受
検
案
内
は
、
公

益
社
団
法
人
香
川
県
浄
化
槽
協

会
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
公
社
）
香
川
県
浄
化
槽
協
会

☎
０
８
７

−

８
８
１

−

６
６
０
０

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て

く
れ
る
浄
化
槽
は
、
環
境
保
全

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の

働
き
で
汚
れ
た
生
活
排
水
を
き

れ
い
に
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ

う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

　浄
化
槽
法
で
は
、
浄
化
槽
の

保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査

を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
中
で

も
法
定
検
査
は
、
毎
年
１
回
、

浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
し
て
い

「
街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）
」
が
無
料
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
続
き

も
で
き
ま
す
）

１
月
２５
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

教
育
総
務
課
会
議
室
（
市
民

会
館
内
）

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
免

許
証
等
）、
年
金
手
帳
（
基
礎

年
金
番
号
通
知
書
）、
年
金
証

書
、
振
込
通
知
書
、
印
鑑
な
ど

代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
と

代
理
人
の
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の
も
必
要

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

高
松
（
オ
フ
ィ
ス
）

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

６
０
２
０

２
月
３
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

働
く
婦
人
の
家
１
階
相
談
室

年
金
手
帳
、
預
金
通
帳
、
通

帳
印
（
口
座
振
替
の
た
め
）

香
川
県
国
民
年
金
基
金

☎
０
１
２
０

−

６
５

−

４
１
９
２

　

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　日
本
国
内
に
住
む
２０
歳
以
上

６０
歳
未
満
の
人
は
全
員
、
国
民

年
金
へ
の
加
入
お
よ
び
保
険
料

の
納
付
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
と
は

　国
が
運
営
す
る
年
金
制
度
で

す
。
現
役
世
代
が
高
齢
者
を
支

え
る
「
世
代
間
扶
養
」
で
、
年

金
額
は
経
済
変
動
に
応
じ
て
ス

ラ
イ
ド
し
、
何
歳
ま
で
で
も
生

涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
続
き

　２０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

（
学
生
も
含
む
）
は
、
市
民
課

で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
現

在
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
手

続
き
は
不
要
で
す
。

年
金
手
帳

　初
め
て
国
民
年
金
や
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
と
「
年
金
手
帳
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
金

手
帳
は
、
今
後
年
金
に
関
す
る

手
続
き
や
就
職
の
と
き
、
年
金

を
受
け
取
る
と
き
に
も
必
要
で

す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人

　所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
や
学
生
納

付
特
例
制
度
な
ど
の
保
険
料
納

付
猶
予
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
学

生
納
付
特
例
制
度
は
、
ほ
か
の

年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
が
少
な

い
若
年
層
（
２０
歳
代
で
学
生
以

外
の
人
）
や
所
得
が
無
い
学
生

が
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。
将
来
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、
不
慮

の
事
故
な
ど
で
障
が
い
が
残
っ

た
場
合
に
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
、

な
ど
を
防
止
し
ま
す
。

　若
年
者
納
付
猶
予
や
学
生
納

付
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
将

来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
期
間
の
保
険
料
は
、
１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
後
で
古
い
期
間
か

ら
順
に
納
付
（
追
納
）
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
０

街
角
の
年
金
相
談

毎
年
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
の
法
定
検
査

～はたちと選挙権～

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

国
民
年
金
基
金
の
相
談
会

　２０歳になると、法律的にも大人として認

められ、さまざまな権利や責任を持ちます。

選挙権も、その中の権利の一つです。

　選挙は、あなたの意思を主権者として政

治に反映させることができる大切な場です。

政治は皆さん一人ひとりが決めるものです。

１票に込められたあなたの意思が、代表者

を選び社会を動かします。

　私たちみんなでよりよい社会づくりのた

めに、大切な自分の１票を進んで投票しま

しょう。

観音寺市明るい選挙推進協議会
　　　　　　　　　　　　☎２３−３９４５
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　６５
歳
以
上
（
平
成
２４
年
４
月

１
日
現
在
）
の
人
に
、
１
月
中

旬
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

送
付
し
ま
す
。（
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
人
を
除
く
）

　基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、

皆
さ
ん
が
ど
の
く
ら
い
元
気
に

生
活
し
て
い
る
か
、
運
動
や
栄

養
、
口こ
う
く
う腔
、
閉
じ
こ
も
り
、
物

忘
れ
、
う
つ
症
状
な
ど
の
全
２５

項
目
に
つ
い
て
「
は
い
」「
い
い

え
」
で
記
入
す
る
質
問
票
で
す
。

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
す
べ

て
の
質
問
項
目
に
記
入
し
て
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
１
月
３１

日
（
火
）
ま
で
に
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。

　そ
の
結
果
に
よ
り
「
筋
力
つ

け
ん
な
～
教
室
」「
さ
わ
や
か
栄

養
教
室
」「
元
気
な
の
ぅ
（
脳
）

～
教
室
」
の
案
内
を
し
ま
す
。

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　１
月
２３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　２
月
３
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
前
１１
時
、

午
後
１
時
～
午
後
３
時
３０
分

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

発
注
者
別
評
価
項
目
追
加
に

伴
う
格
付
見
直
し
申
請
も
、

あ
わ
せ
て
受
け
付
け
ま
す
。

総
務
課
契
約
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

１
月
２２
日（
日
）

高
室
小
学
校

１
月
２９
日（
日
）

紀
伊
小
学
校

介
護
予
防
の
た
め
の

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

　
　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

資
源
回
収
予
定

平
成
２４
年
度
（
追
加
分
）

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格

　
　
　
　
　
審
査
申
請
受
付

認知症予防のために脳を活性化させましょう

＊認知症予防のために＊ ＊挑戦してみましょう＊

～認知症予防～

始めませんか？
　　　介護予防

　認知症は老化現象だと思われがちですが、脳の障害（原因

はさまざま）によって起こる病気です。発症や進行は、生活

習慣に大きく左右されます。

　無気力な人やきまじめな人、ものぐさな人は、知らないう

ちに脳への刺激が少ない生活になりがちで、認知症になる危

険性も高くなってしまいます。そうならないために、脳を活

性化させる生活を心がけ、認知症を予防しましょう。

★組み合わせクイズの答え
　①明暗 ②嫌味 ③背景 ④回想 ⑤吐息 ⑥練習

　認知症の初期症状で最も多いのは物忘れ

ですが、加齢による物忘れとは違います。

加齢による物忘れ＝体験の一部（例：食事

のメニュー）を忘れる

認知症による物忘れ＝体験の全部（例：食

事をしたこと自体）を忘れ、物忘れの自

覚がない

今日の特売品あてテスト

①スーパーのチラシを１分間見て、特売品を覚

える

②チラシを隠して、あった物を思いだして書く

★６個以上書けていれば合格

組み合わせれば、何の言葉になるでしょう？

①　音　日　月　日　　②　未　女　口　兼

③　月　日　北　京　　④　口　心　口　相

⑤　自　口　土　心　　⑥　東　白　糸　羽

一人じゃんけん

利き手で「グー、チョキ、パー」を出し、もう

片方の手は必ず負けるように「じゃんけんホイ」

で同時に出す。（順番に連続して出していく方法

もあります）

★負けているかどうか確認しましょう。

●生活習慣病にならない食生活

●一日３０分程度、短い昼寝と楽しく有酸素運動

●積極的に人と交流し、楽しい会話でおなかの

底から笑いましょう

●いろいろなことに興味と好奇心を持ち、新し

いことを始めてみましょう

●おっくうがらずに、できることは自分で

●もしかしたら…と思った時は早めに専門医に

受診

地域包括支援センター
　　　　　　☎２３−３９６８

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 942.89 953.76 10.87

新　　聞 24.99 26.04 1.05

雑誌・ざつ紙 20.04 27.81 7.77

段ボール 14.07 16.71 2.64

（単位：トン）ごみの収集状況（１１月）
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い
口
内
炎
が
、
口
腔
が
ん
だ
っ

た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、
検

診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

２
月
１９
日
（
日
）

午
前
＝
午
前
１０
時
～
正
午
、

午
後
＝
午
後
１
時
～
午
後
３
時

香
川
県
歯
科
医
療
専
門
学
校

高
松
市
錦
町
２
丁
目
８

−

３７

講
演
「
口
腔
が
ん
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
よ
う
」、
専

門
医
に
よ
る
口
腔
が
ん
検
診

午
前
・
午
後
各
７５
人
（
先
着
順
）

無
料

１
月
４
日
（
水
）
～
２
月
１
日

（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
、
氏
名
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
電
話
番
号
を
左
記
へ

知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
社
）
香
川
県
歯
科
医
師
会
事

務
局

〒
７
６
０

−

０
０
２
０

高
松
市
錦
町
２
丁
目
８

−

３８

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

４
９
６
５

Ｆ
０
８
７

−

８
２
２

−

４
９
４
８

Ｅjim
u

@
k
a
sh

i.o
r.jp

香
川
県
健
康
福
祉
総
務
課

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
２
７
３

　１
月
１８
日
（
水
）
～
２０
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

　１
月
１７
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
に
就
農
を
予
定
し
て
い

る
人
、
就
農
５
年
以
内
の
農

業
者　香

川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

６２

−

３
０
７
５
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　平
成
２４
年
度
が
ん
検
診
の
希

望
申
込
書
を
１
月
中
旬
か
ら
郵

送
し
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、

必
ず
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２
月
３
日
（
金
）
ま
で

申
込
書
に
記
入
し
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
（
切
手
不
要
）

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○

子
宮
が
ん
と
乳
が
ん
は
２
年

に
一
度
の
検
診
で
す
。
平
成

２３
年
度
に
受
け
た
人
は
対
象

外
で
す
。

○

大
腸
が
ん
検
診
は
、
平
成
２３

年
度
か
ら
個
別
検
診
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

○

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
場

合
は
検
診
の
案
内
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
受
診
を
希
望

し
な
い
人
は
申
込
書
の
返
送

は
不
要
で
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　健
康
な
骨
は
、
組
織
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
密
度
が
高
く
丈

夫
で
す
。
し
か
し
、
組
織
が
粗

く
な
っ
て
ス
カ
ス
カ
な
状
態

（
骨
粗
し
ょ
う
症
）
に
な
る
と
、

日
常
生
活
の
さ
さ
い
な
動
作
で

も
骨
折
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

「
大
丈
夫
」
と
思
っ
て
い
る
あ

な
た
も
骨
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

２
月
１
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

２
月
３
日
（
金
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

豊
浜
福
祉
会
館

各
５０
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

無
料
（
予
約
が
必
要
）

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

　口
腔
が
ん
は
体
の
中
の
が
ん

で
す
が
目
に
見
え
る
場
所
に
で

き
る
こ
と
が
多
く
、
口
の
中
を

よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
治
り
に
く

腎
臓
病
教
室

腎
臓
が
悪
く
な
っ
た
ら
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
／
運
動
療
法
の
必

要
性
／
腎
臓
病
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
た
め
に
〈
生
活
指
導
と
自

己
管
理
〉

１
月
１９
日
（
木
）

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

事
前
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

１
月
１１
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

三
豊
合
同
庁
舎
１
階
会
議
室

体
験
と
気
づ
き
／
グ
ル
ー
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

子
ど
も
が
１５
歳
以
上
の
、
ひ

き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家

族
な
ど

初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

骨
密
度
測
定
を
し
ま
せ
ん
か

平
成
２４
年
度

　
が
ん
検
診
希
望
調
査

口こ
う
く
う腔
が
ん
の
話
を
聞
き
、

　
　
検
診
を
受
け
よ
う

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

ひ
き
こ
も
り
親
の
集
い

就
農
相
談
窓
口

月　　日 行　　　　　事

１／１４
第２３回三豊観音寺体操協会合同発表会
８：３０～／市立総合体育館

１５

第５５回豊浜近県中学校柔道大会
９：００～／県立三豊体育館
第５５回豊浜近県剣道大会
９：００～／大野原会館

２２
第２０回会長杯市内男女バレーボール大会
９：００～／県立三豊体育館

２／４・５・１９・２６
三豊杯ジュニアサッカー大会
８：００～／総合運動公園

ス ポ ー ツ 行 事
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　福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
を
希

望
す
る
人
に
、
就
労
就
業
相
談

等
を
行
い
ま
す
。

　１
月
１６
日
（
月
）

　午
後
１
時
～
午
後
３
時

　観
音
寺
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　求
人
、
就
職
相
談

　無
料

　香
川
県
社
会
福
祉
協
議
会

　☎
０
８
７

−

８
３
３

−

０
２
５
０

　シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者

に
対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求

受
付
が
、
ま
も
な
く
終
了
し
ま

す
。　対

象
者
に
は
請
求
書
類
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
が

ま
だ
の
人
は
期
限
内
に
し
て
く

だ
さ
い
。

戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成

２２
年
６
月
１６
日
に
日
本
国
籍

を
有
す
る
人

平
成
２４
年
３
月
３１
日
（
土
）
ま
で

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金
・
事
業
部
特
別

給
付
金
認
定
担
当

☎
０
５
７
０

−

０
５
９

−

２
０
４

Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

☎
０
３

−

５
８
６
０

−

２
７
８
４

午
前
９
時
～
午
後
６
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

　平
成
２４
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
や
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文

学
、
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
月
２９
日
（
水
）
ま
で

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−

８
３
７

−

９
８
７
７

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人

（
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

１
月
４
日
（
水
）
～
１７
日
（
火
）

　
　１
月
２６
日
（
木
）

善
通
寺
病
院
附
属
善
通
寺
看

護
学
校

☎
０
８
７
７

−

６
２

−

３
６
８
８

　労
働
者
（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ

イ
ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇

え
ば
、
原
則
と
し
て
業
種
や
規

模
を
問
わ
ず
、
事
業
主
は
労
働

保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
手
続
き
を
し
、
労
働
保

険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　香
川
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
１
７

　独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構
で
は
、
自
動
車
事
故

が
原
因
で
重
度
の
後
遺
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
移
動
や
食
事
、

排
せ
つ
な
ど
日
常
生
活
で
常
時

ま
た
は
随
時
の
介
護
が
必
要
な

人
に
、
介
護
料
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　ま
た
、
交
通
遺
児
等
（
育
成

資
金
）
の
貸
し
付
け
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故

対
策
機
構

　高
松
主
管
支
所

被
害
者
援
護
担
当

☎
０
８
７

−

８
５
１

−

６
９
６
３

　仮
屋
町
に
昔
か
ら
伝
わ
る
扇

さ
っ
き
ょ
う
と
呼
ば
れ
る
伝
統

の
た
こ
や
手
作
り
の
た
こ
が
、

浜
風
を
受
け
て
空
高
く
舞
い
上

が
り
ま
す
。
当
日
は
、
先
着
３

０
０
人
の
子
ど
も
に
た
こ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
家
族

連
れ
で
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
。

１
月
２９
日
（
日
）

午
前
１０
時
か
ら
（
小
雨
決
行
）

有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド

仮
屋
じ
ゃ
こ
倶
楽
部
事
務
局

　
　
　
　☎

２４

−

１
８
１
８

　大
会
当
日
は
、
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
５
日
（
日
）
午
前
１０
時
２５

分
～
午
後
１
時
４０
分

県
立
丸
亀
競
技
場
～
県
道
３３

号
線
の
折
り
返
し
点

香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
組
織
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７
７

−

２
４

−

６
２
７
４

福
祉
の
し
ご
と

　
　
サ
ポ
ー
ト
フ
ェ
ア

17

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ

放
送
大
学
４
月
生
募
集

善
通
寺
看
護
学
校

　
平
成
２４
年
度
学
生
募
集

一
人
で
も
雇
っ
た
ら

　
労
働
保
険
に
加
入
を

自
動
車
事
故
被
害
者
へ
の

　
　
介
護
料
支
給
の
案
内

冬季の省エネキャンペーン

省エネのポイント

第
２９
回

観
音
寺
銭
形
た
こ
あ
げ
大
会

交
通
規
制
に
協
力
を

第
６６
回
香
川
丸
亀
国
際

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

願
書
受
付

試
験
日

〇暖房中の室温は２０℃を目安に
〇照明や電気ポット、パソコンなどを使わないときは、こま

めに電源を切る
〇冷蔵庫は扉の開閉回数を減らし、食品を詰め込みすぎない

ようにする
〇できる限り鉄道やバスなどの公共交通機関を利用し、近距

離は徒歩や自転車で移動する

　１１月から３月までの期間は、エネルギー
消費が増加する季節です。暖房中の室温を
適切に調整するなど、省エネルギー対策を
実践してください。また、
ことしの冬は四国管内でも
電力不足が懸念されていま
す。節電への協力をお願い
します。

経済産業省　四国経済産業局　エネルギー対策課
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　交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察

官
が
そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁

判
に
か
け
る
こ
と
）
し
て
く
れ

な
い
。
ど
う
も
納
得
で
き
な
い
。

な
ど
の
不
満
が
あ
る
人
は
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

（
高
松
地
方
裁
判
所
丸
亀
支

部
内
）

☎
０
８
７
７

−

２
３

−

５
２
８
１

　高
松
法
務
局
で
は
、
皆
さ
ん

に
広
く
法
務
局
の
業
務
を
知
っ

て
も
ら
い
、
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
休
日
無
料
相
談
所
を
開

設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
１２
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

中
央
図
書
館

登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

人
権
、
公
証
事
務

無
料

事
件
事
故

　あ
わ
て
ず

　
　
　す
ば
や
く

　１
１
０
番

　１
１
０
番
を
か
け
た
時
は

〇

何
が
あ
り
ま
し
た
か

〇
い
つ
、
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か

〇

け
が
人
は
い
ま
す
か

〇

犯
人
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向

や
手
段
は

〇

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い

な
ど
の
質
問
を
し
ま
す
。
慌
て

ず
、
落
ち
着
い
て
答
え
て
く
だ

さ
い
。

　公
証
役
場
で
は

〇

当
事
者
の
依
頼
に
よ
り
遺
言

書
を
作
成

〇

法
律
行
為
に
関
し
て
、
確
実

な
証
拠
を
残
し
争
い
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
金
銭
の
貸

借
や
離
婚
に
伴
う
養
育
費
等

の
支
払
い
な
ど
各
種
契
約
書

（
公
正
証
書
）
を
作
成

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　証
書
作
成
手
続
き
に
つ
い
て

の
相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

丸
亀
公
証
役
場

丸
亀
市
塩
飽
町
７

−

２
県
信

ビ
ル
５
階

☎
０
８
７
７

−

２
３

−

４
７
３
４

図書館だよりLibrary News
休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　９・１６・２３・３０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（年始は４日（水）から開館します）

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

14日（土）　午後２時～午後３時
21日（土）　午前９時30分～午前11時30分

『暮らしを彩るつるし飾りとちりめん細工』

『王朝への挑戦　平清盛』

今月のおすすめ本

 
７日（土）　午後１時30分～午後２時10分
28日（土）　午後１時30分～午後２時10分
20日（金）　午後１時30分～
　　　　　池井戸潤著　空飛ぶタイヤ　下（講談社）

★おはなし会

★つぼみ愛書会１月例会

中央図書館行事予定

今月の人口
（１２月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

人

人

人

世帯

63,527 

30,593 

32,934 

23,528 

高
松
法
務
局
民
事
行
政
調
査

官
室

　☎
０
８
７

−

８
２
１

−

６
３
４
２

事
例

　鉱
山
の
採
掘
権
利
の
購

入
を
勧
め
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

届
い
た
後
、
別
の
業
者
か
ら
、

購
入
し
た
権
利
を
高
値
で
買
い

取
る
の
で
代
わ
り
に
買
っ
て
ほ

し
い
と
電
話
が
あ
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　こ
れ
は
「
サ
ク

ラ
」
を
使
っ
て
投
資
欲
を
あ
お

り
購
入
さ
せ
る
「
劇
場
型
」
と

呼
ば
れ
る
手
口
で
す
。
し
か
し
、

実
際
に
買
い
取
り
が
行
わ
れ
た

事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　う
ま
い
も
う
け
話
を
安
易
に

信
じ
な
い
、
ま
た
不
審
に
思
っ

た
ら
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

編者／出版：成美堂出版
四季を通して楽しめる和のインテリアに

挑戦してみませんか

編：高橋　昌明　　出版：平凡社
平成 24 年ＮＨＫ大河ドラマ「平清盛」の

実像にせまる１冊

豊浜図書館行事予定

７日（土）　午後１時30分～午後２時30分　
　　　　　ビニールドレスでファッションショー！
21日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　絵本「みかんちゃん」　ほか

★工作教室

★おはなし会

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　
検
察
審
査
会

全
国
一
斉
！

　
法
務
局
休
日
相
談
所

鉱
山
の
採
掘
権
の
勧
誘

契
約
・
遺
言
は
公
正
証
書
で

１
月
１０
日
は
１
１
０
番
の
日
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１１日（水）・２５日（水）午前

１０時〜正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護

士が相談に乗る

人権相談　☎２３−３９２８　 観音寺　 １３日（金）午前１０時〜午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１２日（木）午前

　１０時〜午後３時 　大野原いきいきセンター／豊浜 １０

日（火）午前１０時〜午後３時　豊浜福祉会館老人談話室
年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　　１８日（水）午前１０時〜午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年
金事務所の相談員が相談に乗る　要予約　日本年金機
構善通寺年金事務所

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日
を除く毎日午前８時３０分〜午後４時　社会福祉センタ
ー家庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　 　土・日、祝日を除く毎日
午前８時３０分〜正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　 　１１日（水）午後１時３０分〜午後
５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相
談員が相談に乗る　要予約

行政相談　☎２３−３９１５　 　２０日（金）午後１時３０分〜午後
４時　働く婦人の家

家事手続案内　☎２５−２６１９　　 土・日、祝日を除く毎日
午前９時〜午前１１時３０分、午後１時〜午後４時３０分
　高松家庭裁判所観音寺支部

法律相談　☎２５−７７７３　　 相談は先着１２人　１０日（火）・
２４日（火）午前１０時〜午後３時　社会福祉センターふれ
あい相談室　弁護士が相談に乗る

心配ごと相談　大野原☎５４−５７１４ 　　５日（木）・１９日（木）
午前１０時〜正午　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２
−１２１２　１０日（火）・１７日（火）午前１０時〜正午　豊浜福
祉会館老人娯楽室

ふれあい福祉相談　☎２５−７７７３　 　土・日、祝日、法律
相談日を除く毎日午後１時〜午後３時　社会福祉セン
ターふれあい相談室　相談員があらゆる相談に乗る

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　　　１２日（木）・１９日（木）午前
１０時〜正午  　社会福祉センター身障者会議室／大野原
☎５４−５７００　 ５日（木）午前１０時〜正午　 大野原いきい
きセンター会議室／豊浜☎５２−１２００ 　相談員が電話で受
付、家庭へ訪問。支所などでの相談もできる

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　
　４日（水）午前９時３０分〜午後５時 　観音寺市中央公
民館２階会議室　就職相談など　１５歳〜おおむね３９歳
の人とその家族　無料

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日、祝日を
除く毎日午前９時〜午後４時　市社会福祉協議会

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日、祝日を
除く毎日午前８時３０分〜午後５時　少年育成センター

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１５日（日）午前１０時〜午
後４時　大野原いきいきセンター

市長相談　☎２３−３９１５　 　随時受け付け　要予約
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災
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。
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火
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救
急

香典返し

山内　良信＝

秋山　正宏＝

牧野　忠弘＝

中須美智子＝

大西　恒夫＝

中井　順一＝

室 本 町

柞 田 町

柞 田 町

柞 田 町

池之尻町

池之尻町

髙井　宏藏＝

田片　宗忠＝

若山　秀雄＝

資延　昭佳＝

中井　　博＝

小西　正清＝

原 町

大野原町中姫

植 田 町

新 田 町

池之尻町

豊浜町箕浦

　毎
年
１
月
１７
日
は
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」、
１
月
１５

日
か
ら
２１
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
週
間
」
で
す
。
平
成

７
年
１
月
１７
日
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
住
民
の
自
発
的
な
防
災
活

動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ

た
こ
と
か
ら
同
年
１２
月
１５
日
に

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　現
在
で
は
災
害
の
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
「
手
伝
い
た

い
」「
参
加
し
た
い
」
と
思
う
気

持
ち
が
あ
れ
ば
、
被
災
地
に
行

か
な
く
て
も
誰
で
も
で
き
る
も

の
で
す
。
普
段
か
ら
身
近
で
活

動
す
る
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ラ
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ィ
ア
団
体
を

１月の納税・納付
市・県民税　　　　　　（４期）
国民健康保険税　　　　（４期）
後期高齢者医療保険料　（７期）
介護保険料　　　　　　（４期）
納期限　１月３１日（火）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

１１月１日～３０日（敬称略）

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
　
　
１
月
１５
日
～
２１
日
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１４　 １５　 １６ 　１７

１

20

月
高松競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）

場外

京都向日町競輪開設61周年記念（ＧⅢ）
場外

防府競輪Ｓ級シリーズ(ＦⅠ)
場外

一宮競輪Ｓ級シリーズ（ＦⅠ）
場外

立川競輪開設60周年記念（ＧⅢ）
場外

大宮競輪
東日本発祥63周年記念（ＧⅢ）場外

第11回 FⅠ
第45回銭形賞レース

和歌山
記念

（ＧⅢ）場外

土

いわき平競輪開設61周年記念（ＧⅢ）
場外

和歌山記念（9R ～ 11R 併売）

日 火月

１

葺
ふき

石
いし

　葺石とは、古墳の墳
ふんきゅう

丘斜面

などに河原石などを積んだり張り付けたりしたもので、丸山

古墳の墳丘には径１０〜１５㎝程度の安
あんざんがん

山岩（火山岩の一種）を

用いて葺石が葺
ふ

かれていたようです。現在はその大半が失わ

れていて、わずかに墳丘の裾付近に残存するのみです。葺石

の中には稲積山から運ばれたと思われる暗赤色の石材が所々

に見えます。　　　生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

丸山古墳⑨（室本町）

市内の古墳を
紹介します

共福

松井病院

ごうだ歯科医院

きづな調剤薬局

ケイ・アイ薬局

村黒町　☎23－2111

粟井町　☎27－8199

村黒町　☎24－4976

豊浜町　☎52－1818

医

歯

辻整形外科医院

ヤマニ薬局

ケイ・アイ薬局

池之尻町 ☎57－1100

昭和町　 ☎23－0502

豊浜町　 ☎52－1818

医

薬

薬

森内科医院

こぐま薬局

姫浜調剤薬局

八幡町　 ☎25－7363

八幡町　 ☎56－0001

豊浜町　 ☎52－1733

医

薬

香川井下病院　

ヒロ調剤薬局

第健調剤薬局

大野原町 ☎52－2215

大野原町 ☎56－3193

豊浜町　 ☎56－3477

医

薬

宮崎内科医院

快生堂豊浜調剤薬局
観音寺町（大和）☎25－1280

豊浜町　 ☎56－3260

医

薬

いき

石川医院

森川歯科医院

ひまわり調剤薬局大野原

第健調剤薬局

大野原町 ☎54－5 511

山本町　 ☎63－2968

大野原町 ☎56－4120

豊浜町　 ☎56－3477

医

歯

薬

今滝医院

あらき歯科クリニック

快生堂薬局本店

ケイ・アイ薬局

粟井町　☎27－6218

柞田町　☎23－4182

観音寺町（駅通）☎25－3606

豊浜町　☎52－1818

医

歯

薬

中央クリニック

うすき歯科医院

フジヤ中央調剤薬局

姫浜調剤薬局

観音寺町(中央) ☎25－0755

豊浜町　☎52－6150

観音寺町(中央) ☎57－6800

豊浜町　☎52－1733

医

歯

薬

ほっと相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

骨密度測定

のびのび教室

保

いき

いきのびのび教室
13:30 ～ 15:00

いき

いき

はつらつ会

もぐもぐレッスン

ゆう酸素リフレッシュ体操

健康栄養相談

はつらつ会

9:00～11:00

10:00～11:30

9:00～11:30

9:30～11:00

9:00 ～ 11:00
豊中

豊中

ふれ

いき はつらつ会

１歳６カ月児健診

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 16:00

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ22 年 5月・6月生まれ）

はつらつ会
9:00 ～ 11:00

いき

要予約

健康栄養相談

ふれあい広場

若返り教室

１歳６カ月児健診

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 14:15

保

保

ふれ

ふれあい広場

さわやか栄養教室
9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

ふれ

（旧観音寺市 H22 年 6 月生まれ）

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

いき

ふれ

育児相談

あぶあぶひろば
9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

保

あぶあぶひろば

３カ月児健診
10:00 ～ 12:00

14:00 ～ 14:30

保

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 23 年 9 月・10 月生まれ）

いき

ふれあい広場

３歳児健診

若返り教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

ふれ

保
（旧観音寺市 H20 年 6 月生まれ）

市 3

ぴよぴよクラブ

のびのび教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

健康栄養相談

１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ
  茶話会
シニアエアロビクス

いき

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

( 旧観音寺市Ｈ23 年3月生まれ）

保

愛 常

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福

常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館
豊浜中央公民館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
市民会館第３会議室
常磐総合コミュニティセンター

愛育会行事

市 3
運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを
しましょう！
火～日曜日（祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

いき

育児相談

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

いき

 １　　　 ２　　　 ３祝 休 火 ４ 　 ５ 　 ６ 　 ７土金木水

 ８　   ９　 １０ 　１１祝 火 水日

２１　２２　２３　２４土 月日 火１８　　  １９　　   ２０水 木 金

２６　２７　２８　２９日金 土木 ３０　　   ３１　　   ２/１月 火 水

9：30～11：00

10：00～12：00

10：00～12：00

13：30～15：00

13：30～15：00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

３カ月児健診

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 14:15
(旧観音寺市Ｈ23年10月生まれ）

保

豊福
豊中

豊福
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